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研究室だより
尾澤研究室について
　本研究室は2010年４月に活動を開始しました。私は、「学
習環境デザイン」を専門としていますが、着任以降、様々
な科目を担当してきました。
　2015年度は、学部で「学習環境デザイン」「情報社会に
おけるキャリアデザイン」「情報学」、大学院では、「学習
環境デザイン特論」や「学習科学とイノベーション」など
のプロジェクト科目を担当しています。過去には、「実験
調査研究法」「情報社会及び情報倫理」や、プログラミン
グ系の科目も担当したことがありました。
 担当授業を見ると、私は何が専門なのか分かりにくい部
分もあるかもしれません。これは「学習環境デザイン」
（Designing Learning Environments）という研究領域
が、領域横断的であることを反映していると思います。
　学習環境デザインは、教育工学や学習科学などを学術的
な基盤に持ちますが、テクノロジ、デザイン、イノベー
ションなどの視点も不可欠です。時代の変化にも適応しつ
つ、同時に、変化を生み出す力も求められています。本研
究室では、上記の中でも集団・組織内の「コラボレーショ
ン」と個人の「リフレクション」に焦点を当て、より創造
的で、より高度な問題発見・解決ができる人材の育成方法
の開発や、支援ツールの開発を行っています。
　専門ゼミ・卒業研究ゼミ、大学院ゼミでは、以下のよう
な活動方針（活動理念）を掲げ、活動を行っています。
⑴　 自ら主体的に「問い」を持って、社会的な問題の解
決にあたることができる人材の育成
⑵　 他者とのコラボレーションを通して、自身のあり方
を振り返り、更新し続けていける人材の育成
⑶　 「理論」と「実践」を循環させながら、持続的な成
長が可能な実践をデザインできる人材の育成
本研究室のなりたち①（学部から大学院まで）
　自身が学部の学生だった際は、「学習環境デザイン」と
いう概念は一般的ではなく、授業もありませんでした。
　高校卒業後、慶應義塾大学環境情報学部に進学したのは、
インターネットに関心があったからで、「インターネット
に関係するテクノロジ」や「インターネットが社会に与え
る影響」について学びたいと思っていました。
　ゼミ選択時は、ネット上のコミュニケーションを探究し
たいという理由から、社会心理系のゼミに所属しました。
井下理ゼミでは、大学の満足度調査やネット上のコミュニ
ケーションについて調査するプロジェクトに関わりました。
　学部３年生の時にたまたま出会った野中・竹内（1996）
の『知識創造企業』に感銘を受け、就職ではなく、野中郁
次郎先生が中心となって立ち上げられた北陸先端科学技術
大学知識科学研究科に進学しました。当時は、欧米流の厳
しいカリキュラムが組まれており苦労することが多かった
のですが、活気に満ちた環境で学ぶことができました。
本研究室のなりたち②（大学院から現在まで）
　大学院では、領域横断的な「コラボレーション」の楽し
さに改めて気づき、コラボレーションや創造性の支援につ
いて研究できる國藤進研究室に所属しました。
　大学院時代も様々なプロジェクトに取り組みましたが、
学部時代の縁もあって、慶應義塾大学と京都大学高等教育
研究開発推進センター間で行われたユニークな合同授業を
主な研究対象とし、３年間活動に取り組みました。
　非常勤講師として「認知科学」の講義を担当されていた
三宅なほみ先生の授業に影響を受けたこともあり、認知科
学的なアプローチ（現在で言う学習科学）を取りつつ、教
育工学の領域で研究を進めてきました。
　大学院修了後は、縁あって早稲田大学人間総合研究セン
ターの助手、安田女子大学・女子短期大学の専任講師、国
立大学法人大分大学 高等教育開発センターの専任講師・
准教授などを経て、現在に到っています。
　自身のキャリアを振り返ると、主体的に選択をしてきた
部分と、たまたまプロジェクトに関わっていたから、とい
う受動的な部分が混在しています。結果論かもしれません
が、様々な先生方や仲間に恵まれながら、「コラボレーショ
ン」をさせていただいてきた結果として、今に到っている
のだろうと思います。授業やゼミなどでも、こういったコ
ラボレーションのもたらす意義や価値について、学生とと
もに探究していきたいと思っています。
本研究室の構成
　2010年以降、通学生では60名弱、eスクールでは20名近
くの卒業生をゼミとして輩出しました。修士課程は５名が
修了しています（2015年度時点の見込み）。
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　年度によって多少の違いはあるのですが、何らかのテク
ノロジを用いた学習支援システムの開発や、企業組織内の
人材育成などに焦点を当てた研究が盛んです。
　eスクールを支える教育コーチには、学部時代から様々
なプロジェクトでお世話になっていた佐藤綾子さん、大分
大学工学研究科出身の森裕生さん、京都大学教育学研究科
出身の大山牧子さん、東京大学大学院情報学環出身の山田
小百合さんなどにご協力をいただいてきました。
　ゼミの運営や授業デザインを教育コーチと一緒にできる
ところが、eスクールを持つ人間科学部の強みであり、私
自身も面白さを感じています。通学生の授業でも、TAや
ゼミ生の力を借りながら、授業デザインにあたっています。
本研究室の３つのテーマ
　本研究室では、主に３つの研究テーマを設定しています。
⑴　 大学教育や企業内人材育成などの「実践」「現場」を
対象とした学習支援や評価方法の開発に関する研究
⑵　学習支援を目的としたツールの開発と評価
⑶　 イノベーションや新たな知識創造を生み出す、学習プ
ロセスに関わる研究
 
図１ 本研究室の核となる考え方
　中でも重視しているのは、適切な「ツール（場）」や「方
法」をデザインすることで、「現場」「実践」を、より良い
方向に向上・改善すること、あるいは、当人が気づきにく
い価値・意義を発見し、活動を評価するツールや方法をデ
ザインすることです（図１）。
　「現場」「実践」を対象とした研究は、多くは要因統制が
困難です。そのため本研究室では、学習科学の研究方法で
あるデザインリサーチ（デザイン研究）を中心として、様々
な研究方法を組み合わせた研究を進めています。
最近のプロジェクトと研究業績
　この数年は、SNS（Twitter）の授業での活用、知識構
成型ジグソー学習法、プロジェクト型学習、学習プロセス
の計測などに関わるプロジェクトを立ち上げ、学部資金の
支援も受け、研究活動を進めています。
　院生との共同研究や、外部資金での研究業績としては、
例えば、以下が挙げられます。研究活動の詳細については、
http://www.ozaken.org/ でも発信しています。
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今後の展望
　この数年、eスクールでは人材育成やワークショップに
関心を持つ学生が増えており、通学生も同様の傾向があり
ます。コラボレーションやリフレクションに関するテーマ
に重点を置きつつも、「テクノロジを用いた学習支援」と
いう軸も大切にしていきたいと思います。
　授業では、Steve Jobs氏や井深大氏の言葉を引用して、
締めています。同じよう本稿を締めさせていただきたいと
思います。「今後も、多くの皆さんのお力添えをいただき
ながら、『Connecting dots』が実現できるよう、また、『自
由闊達にして愉快なる理想の学習環境』を、少しでも実現
できるよう、前進していきたいと思います。」
